
質問 回答

1
義務感・強制感がある。まさにそう。PTAは大変というイメージ。

外注できるものは外注する等検討し、費用がかかるものは別途請求しても良いのでは。
参考にします。

2 会員になりたい人のメリットを打ち出していく必要があるのでは。 個人が享受できるメリットを模索中です。

3 土日の活動であればお父さんも出てきやすい。お父さんに参加して欲しいとよくわかる体制である。 はい。お父さん方も活躍しやすい枠組み・体制を目指しています。

4 同市内でも学校規模により保護者の負担感が異なる。地域で包括的にPTAの代わりとなる活動をしては？ 参考にします。

5 学校単位でPTAを維持していく事はきびしいのでは。・メリット感が必要。例えば報酬とか。 個人が享受できるメリットを模索中です。

6 PTA活動に興味がないわけではない。自分が参加しやすいがどうか。 活動しやすい体制整備を目指しています。

7 こどものための一活動について期初に一斉募集するイメージか？ はい。

8 こどものための一活動は子供ひとりあたりか？１家庭あたりか？ １家庭あたりで検討中です。

9 総会にて反対の場合は従来どおりの委員選出を実施するつもりか？ はい。

10 例年やっているまだ委員選出をやっていない。それは来年度執行部にまわすつもりか？ 現執行部にて実施します。

11 改正できなかった場合、委員選出は通年のスケジュールよりは遅れて実施するとの事だが、NGになった場合はスケジュールが遅れている事はアナウンスすべき。 お知らせします。

12 執行部の負担が増えるのでは？
執行部の業務削減も平行して実施予定。改革の趣旨をご理解いただき、できるだけ多くの

方にご参加いただきたいです。

13 プロジェクトチームの活動は翌年度に引き継ぐために記録を残すのか？ はい。現在の専門部も専門部内で引継ぎを行っており、そのイメージで検討中です。

14
入会届は未届の場合、児童がプリントを親に手渡していない事が想定される。

保護者が知らぬ間に非会員になるリスクがあり、数か月に一度は入会届を配る等しても良いのでは。
承知しました。方法含め検討します。

15 PJの参加希望者にばらつきが起こった場合、どうするのか？
人数が少なければ他のPJに移るか、PJをなくすか、PJに集まった方達との話し合いになると想

定しています。

16 この新体制がうまくいくのか、非常に心配である。 一緒に参加いただき、活動しましょう。

17 アンケート回答は何に対して「賛成」「反対」を問うものか
新組織・体制に対して。また、会員・非会員の選択についても設問を設ける予定ですが、アン

ケート項目については再考が必要と考えています。

18
ＰＪへは今後多くの方に参加いただくかと思うが、現状のお手伝いのように「当日きて当日指示を受けてそのば終了」の活動ではなく、

活動自体の負荷が増える事もスライドへ記載すべき。
記載します。

19
説明会開催のお手紙がやさしすぎて、こんなに体制が変わると思っていなかった。大改革します！等もっとインパクトある厳しめの口調で出すべき。

こんなお手紙では説明会には来ない。アピールをもっと。トピックだけでもお手紙に記載しては？
次回作成時の参考にいたします。

20
愛護部の廃止について、地域側への説明がどのレイヤーまでどういう言い方で伝わっているのか、わからない。

地域の方達の気持ちを蔑ろにしないように、十分な事前説明が必要では。
説明します。

21 今後のスケジュール感も教えて欲しい（追加説明会・委員総会・臨時総会・総会・加入申し込み・所属ＰＪ希望） 方針確定後、ご提示します。



質問 回答

22
今後専門部がなくなると、委員総会のような多くの人が参加する会議の機会がなくなり

一部の執行部員のみで検討・決定した内容がはしってしまう可能性があるのではと危惧している
広く意見を収集・議論できる会議等を検討します。

23 スケジュールが早急すぎる。
スケジュールがタイトな認識はあり。現執行部の任期中に見届けたい思いがあったため。今回

ご指摘いただいたので、スケジュール見直し検討します。

24
改革は必要。案には賛成だが唐突すぎる。

いろいろな人の意見をすいあげ、話し合う期間が必要では。
スケジュールおよび今後の進め方について再検討します。

25 入会意思確認はどのように行うのか。 調査票のフォーマットを改定を検討中です。

26 執行部10人のうち、2025年度執行部に今の執行部から残る人はどなたですか？ 個人名については回答を控えます。

27 プロジェクト管理が執行部であるならば、今以上に執行部は大変になるはずですが、 2025年度執行部内定者は、改革案の詳細を知っていますか？ 説明のうえ、方針についてはご了承をいただいています。

28 例えば、すずはら祭りは、PTAの自転車誘導や準備片付けの手伝いがなければ運営できません。 集まらなければ、どうなるのでしょうか？ 一部外注化を検討しています。

29 移行時期には、今まで通りにいかないことがあるのではないか。子どもが在校生として残るのに不安である。 学校運営についてはこれまでどおり影響ありませんので、ご安心ください。

30 非会員から、その都度実費払いで支払ってもらうのは、会計係が負担になるのではないか。
会計係の負担については承知しています。費用負担のあるべき姿と、実業務のバランスを鑑

み運用検討中です。

31 途中入会や途中脱会、非会員の人数が増えると、校納金の引き落としやその他、教頭先生の負担が大きくなるのではないか。 教頭先生と十分すり合わせのうえ実現可能な運用を整理する想定です。

32 入会意思確認を行うと、非会員が増え、PTAが解散になるのでは
入会意思を確認せずに全会員入会とする現体制を続ける事は、昨今の社会的情勢を鑑み

ても望ましくありません。ご理解をお願いします。

33 プロジェクトの取りまとめは、執行部が行うのか はい。

34 来年度、愛護りんりん連絡会に参加するのは誰になるのか 個人名については回答を控えます。

35 今の資料では今回の改正案が、夏休みのラジオ体操まで波及していることが会員の方にはわからない（伝わらない）のではないか 説明します。


